
グループ討議①議事要旨（案） 

～全体とりまとめ～ 
 

１.近畿離れ 

・ 世界の中で近畿が優れているのは大学。ただ、若者は集まるが、就職時に中部や東京

に出ていってしまう。 

・ 大阪の企業の中で、金融・商社など人に関わる産業や、製薬など規制産業が東京に移

転しまうケースが多い。工場等制限法で学校を都市外に追い出したのも大阪の本社移

転の一因と思う。 

・ 一方、京都の企業はあまり東京に移転しない。その理由として、京都はイメージがい

いこと、国際的なマーケットを相手にしている企業が多いこと、大学が多いことなど

がある。 

・ 製薬でいえば医薬品審査機構が大阪にも必要。今は東京にしかなく、大阪事務所を作

ることを要望中である。ただ、中央は、地方数ヶ所に事務所を作ることはできるが、

大阪だけにというのは難しい。また、国立文化博物館が近畿にあればいいと思う。 

・ 行革の動きで、大阪事務所をなくすという方向もある。ただ、京都は昔の都であり、

中央の機能を移転するような位置づけがあれば、移転等もやりやすくなる。もう少し、

文化の都で売り出し、権威付けができればいいと思う。 

 

２.地域づくりの「あたらしいモデル」   

 (1)多様な近畿 

・ 都心にマンションが増え、都心回帰・都心居住が進んでおり、周辺地域はどのように

備えるのか？ 

・ 首都圏は規模こそ大きいが多様性がない（ワンパターン）である。その反面、関西は

「歴史、自然環境など関西は多様。価値観も多様で成熟している。」とうことを言え

ないか。  

・ 「○○の新しいモデルづくりを近畿でやりたいが、○○の理由で近畿でしかできな

い」というのがほしい。 

・ バックアップ機能はインフラが充実している近畿でしかできない。 

・ 近畿には多様な歴史や文化を受け入れる素地、人と人のつながりがある。  

・ 「分散」を関西の強みとしてこれを活力につなげていくための方策はあるか？  

・ 「海洋」が南北に存在するという地理的な特色を近畿の個性として表現できないか？ 
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 (2)グレート近畿圏  

・ 圏域を一律ではなく色分けして考える必要がある（選択と集中の観点から）。 

・ まず京阪神へ重点投資を行い、地方は別の方法で回収することを考えてはどうか？ 

・ 例えば、都市部の物流コスト（例えば高速道路の料金）を下げれば地方産業にもメリ

ットがある。 

・ 本四連絡橋の通行料はフェリー運賃と競合しており、海路の競争確保の観点も必要だ。 

・ 過疎が進むのは地方で「人口が飽和状態」にあるから。地方で人口を維持できないの

なら、都市と地方の共存を考える必要があろう。 

・ 都市圏に入っていく道路整備、都市部の利益を地方に還元する方策が必要。 

 

３.産業振興 

 (1)産業振興の視点 

・ 兵庫県を始め、関西での企業誘致は結構うまく行っており、自信を持っても良い。役

所の対応の早さなどもポイント。これからは近畿の中でさらに競争しながら進めてい

く必要がある。 

・ 産業立地は産業側が考えることである。役所側はいろいろな受け皿のメニューを提示

することができれば良い。あまり産業を絞らないほうが近畿の強みではないか。 

・ 関西は、それぞれの地域が特色を持ったモデイク状の地域である。それぞれの地域に

応じた受け皿づくりが必要である。 

・ 都心での工場等の立地が規制されるなかで、関西に立地していた企業は中国地方など

関西外に出ていった。新たな立地が進み出してきた中で、その受け皿としてのベイエ

リアを考えていく必要がある。 

・ 近畿に住んでみたいといったコンセプトで考える必要がある。その上で産業振興を考

えるべきではないか。 

 

 (2)有望分野 

・ 近畿地域でどうやって外貨を稼ぐかがキーワードで、アジア・世界との関係でどの産

業に力をいれるべきかが重要。世界の中でも有数な産業がないと埋もれた存在になる。 

・ 近畿で有望な産業としては、情報家電、バイオ、ロボット、環境・エネルギー関係な

どがある。製造業分野以外にサービス業の集積も必要で、近畿でポテンシャルの高い

分野として、コンテンツ、ゲーム、観光などが挙げられる。 

・ 大阪のおばちゃんという厳しい消費者がいるので、大阪の企業は強くなる（例えば外

食産業など）。 

・ ものづくりというイメージが関西にはある。ロボット産業など、高い技術力のある産

業の集積を図っていく必要がある。 
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・ 新しい価値観を創造し、人々の感性に訴えていく「感性産業」を育成していく必要が

ある。 

・ 関西では琵琶湖の環境問題等を課題として抱えているが、反対にビジネスとして捉え、

メッセなど、環境ビジネスを進めていくことも考えられる。 

・ 伝統産業の承継を考えなければならない。 

・ 観光振興の視点では、吉野熊野等の全国から人が集まる観光拠点の活用を考えるとと

もに、都市型観光の振興を考えていく必要がある。 

 

 (3)ものづくり 

・ 東京との二眼レフ構造と言い出して関西はだめになってきた。サービス産業や金融機

能が東京に集積する一方で、関西はものづくりというイメージが強い。ものづくりの

強みを活かすなど、関西らしさを考えていくことが大切である。 

 

 (4)企業立地 

・ 土地や水を必要としない知的産業の立地とあるが、土地・水がないというのは弱みで

はないか。平野が狭いことを逆手にとって、強みにする方法もある。 

・ 工場が多くあればいいという訳ではない。大きな工場は中国に任せ、近畿はこれをや

るという戦略が必要。 

・ 企業立地にとって補助金がどこまで魅力かは疑問。公共団体が公共施設の整備などで、

企業立地のお膳立てをするというのは有効。産業立地に関して、官の役割はインフラ

整備で、それ以外はほとんど民の役割。土地の用途規制やインフラの遅れが国内企業

立地の遅れと考えられる。 

・ 兵庫は昨年度、企業立地件数が全国で一番。大阪は立地する場所が少ない。兵庫の立

地企業は、金属、機械など旧来型の産業が中心。リーディング企業は海外に向けての

発信力があるが、それを支援する産業は旧来型の企業。それらの企業がそろっている

のは近畿の強みである（尼崎、東大阪等）。 

 

 (5)情報発信 

・ 関西には多くの伝統産業の集積があるが、これら伝統産業を全国に発信していく取り

組みが必要である。 

 

 (6)一体となった動きの誘導 

・ アジアとの競争環境が激化するなかで、中部では企業グループがまとまりのある活動

を先導しているが、関西の企業ではない。 

・ 地域にあるものを最大限活用するような、地域一体となった動きをトータルとして実
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現していく必要がある。如何に集積を活かすかがポイントである。 

 

４.大学 

 (1)大学の活用 

・ 近畿は人口当たりの学生数など、大学の立地は厚く、この知的集積を活用していくこ

とが大切。大学や研究機関等の知的集積と、例えばバイオサイエンス等の近畿圏に立

地する特色ある産業との連携を深めていく必要がある。 

・ 大学発のベンチャーが進展している。国立大学が独立行政法人化し、自主財源による

活動など自立が求められているなか、外に打って出ようという大学の姿勢も鮮明にな

ってきている。 

・ 集積する研究機関や大学の海外とのネットワークを強化していく必要がある。 

 

 (2)大学の配置  

・ 首都圏の大学では、都心に立地しないといけないという考えがある。 

・ 大学立地に関して、大阪は失敗（大阪大学の受け皿が無くなった）したが、京都、神

戸（ポートアイランド）は上手く誘致できている。 

・ 大学同士が集積するメリットはなにか？ 

・ 学研都市、彩都のようなクラスター配置よりも、都心立地の集中型が良かったのでは

ないか？ 

・ 大学は都心部に集中して立地している姿が望ましいと思う。  

・ 都市部にマンション以外の機能が必要である  

 

５.物流・港湾機能 

 (1)ゲートウェイ 

・ なぜ関西がアジアのゲートウェイになるべきなのか考える必要がある。 

・ 東京に比べれば関西はアジアに１時間近く、比較優位にある。ライバルは九州かもし

れない。 

 

 (2)阪神港の機能 

・ 阪神港の機能として、機能を高めるのか、値段を安くするのかという選択肢がある。 

・ 阪神港の港湾機能については、博多や北九州に比べると強い。最も強いのは東京湾で、

国内消費財が大きいことが大きな理由である。 

 



 5

 (3)物流拠点の整備 

・ 生産地域と港湾地域が近いのは近畿のメリットである。 

・ 大阪湾の大物流拠点として、トラックターミナルの整備が考えられる。首都圏は土地

がなく、九州等は日本の中心ではない。近畿は地場の消費があり、また日本のいろい

ろな所に運べるので、物流拠点としてのメリットを有している。物流拠点については、

名古屋が強力なライバルであり、滋賀県の企業は名古屋に荷物を出している。ただ、

道路・港は良いが、24 時間空港はない。 

・ トラックターミナルの立地場所については、夢洲・舞洲がターゲットになる。 

・ 以前、堺の臨海部に土地が余っていたが、物流施設の立地が進んできた（海・陸・空

の立地条件が優れていたのが要因）。物流施設は、税収・雇用の観点では必ずしも良

いわけではないが、人や荷物が集まるということでは良い。 

 

 (4)物流コストの低減 

・ 競争力を高めるには「ものを安価に動かす」ことが必要。 

・ 物流コストは簡単には下がらないと思うが、安全・安心の観点とあわせて考えていく

ことが必要。 

 

 (5)サプライ・チェーン 

・ 名古屋から名古屋空港へ貨物を輸送するよりも、貨物量が多く輸送頻度も多い成田へ

輸送するほうが料金的に有利である。 

・ 企業は速くまた安く運べるところに貨物を出すことを踏まえ、名古屋ではトラックを

中部国際空港に向ける取り組みを行っている。 

・ 貨物が集まれば、料金が安く便数も増えるといった鶏とたまごの関係になっているが、

このような関係を築いていく必要がある。 

・ バード、ソフト両方からの必要である。ソフトとしては、例えば松下の海外向けの貨

物は関空を利用してもらうなど、関西の企業は関西の港湾・空港を使い、大ロットで

輸送できる仕組みを構築する。そのためのきっかけづくりが大切である。 

 

 (6)日本海側港湾の活用 

・ ぜひ日本海側を活用すべきという先生もいる。 

・ 京都府は舞鶴を重要な地域と位置づけており、東アジアとの連携を考えると重要であ

る。舞鶴港の荷物の多くはロシアから来る（木材が中心）。 

・ ただ、舞鶴港の増強で、どのように日本海側が変わっていくのかが具体的には分から

ない。 

・ 阪神港の代替機能としての役割もある。ただ、日本海側には、古くから富山や新潟で
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大型港はあり、代替港という位置づけだけでは、舞鶴港の整備は難しい。 

・ 海路が３方向に開かれていることが近畿の特徴 

・ 「港」が海でつながっていることは理解できるが、複数港が陸路でつながるメリット

はなにか？  

・ アジアのハブである釜山港を中心とした国際物流ルートを考えるにあたり、北九州・

敦賀といった日本海側と阪神港との物流拠点としての役割分担を考える必要がある。 

・ メインルートを流れる物流にわが国に立ち寄ってもらう。日本海側に産業の集積が進

むと立ち寄ってもらえる可能性が高くなる。 

・ 物流はいろいろなルートが選択できることが大切であり、多様なルートの整備が求め

られる。今後ロシアが発展するかもしれず、日本海側の活用が求められる。 

 

 (7)舞鶴港と敦賀港 

・ 消費地に最も近い日本海側の港は舞鶴かもしれない。 

・ 港湾の例では、近畿は舞鶴港に集中させるのか、敦賀港の活用は？  

・ 舞鶴港と敦賀港とは双眼で考えていく必要があると思うが、選択と集中の考え方もあ

り、議論が必要。  

・ 日本海と太平洋がもっとも近い断面は敦賀の断面である。  

・ 敦賀港は大阪、名古屋に近く、京阪神も敦賀港の活用を考える必要がある。  

・ 米原の物流センターの構想では敦賀港の活用を歌っている  

・ 滋賀県が名古屋港・中部国際空港を使っているのは近畿のインフラが弱いから  

・ 「海」からみれば敦賀港、舞鶴港は大差ない。舞鶴港もインフラが整備されて便利に

なってきた 。 

 

 (8)滋賀県のポテンシャル 

・ 滋賀県は中部国際空港と関西国際空港の両方にアクセスできるなど、日本海側と中部

方面、関西方面を結ぶ分岐点にあり、物流面でのポテンシャルを有する。 

・ 集配機能を考えても関西・中部の中央に位置している。 

 

 (9)海上ネットワーク  

・関空から神戸空港間の海上ルートは必要なのか？  

・ 代替性を確保するという観点から海上ルートは必要 

 

６.交通基盤 

・ 関西は幹線交通等の基盤に恵まれているが、近畿内各都市・地域では多くの問題を抱

えている。 
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・ 大阪の環状道路の未整備、都市内の渋滞などの深刻な問題がある。人が動ける基盤を

絶対条件として整備していく必要がある。 

・ 幹線軸に恵まれていると行っても、鳥取や伊勢など日本海側や南紀に行くにはまだま

だ不便である。 

 

７.歴史・文化 

 (1)文化の創造 

・ 劇団四季のミュージカルは全国どこに行っても通用するものであるが、地域に根ざし

た文化を大切である。 

・ 例えば造幣局の花見は 100 年続いているが、このような百年後の文化を創造していく

といったことも大切である。 

・ 文化で人を呼ぶことのできる仕組みとそのための基盤づくりを進め、日本の文化の都

を創造していくような視点が必要である。アジアの文化首都というのもある。 

・ 新しい文化へのチャレンジが必要。 

 

 (2)文化と歴史 

・ 住んでいる人が誇りを持てるような地域づくりが必要。それが産業振興にもつながる。 

・ 歴史と文化とは分けて考えた方が良い。関西は歴史には恵まれており、これに加えて

新しい文化を育てることが大切になってくる。 

・ 例えばオタク、漫画といったクールジャパンや吉本の笑いなどがそれである。 

・ 関西各都市の歴史・文化を活かし、効果的にＰＲしていくことが大切。 

 

 (3)文化財の活用 

・ 関西は文化財の量では他地域を圧倒している。質の面でも充実しているが、この質を

ネットワーク化することによってさらな充実を図ることができる。近畿の中にある量

的質的に充実している文化を外に発信していくことが大切。 

 

 (4)景観 

・ 文化・景観を保全して活力に結び付ける、また文化・景観を守って外に発信するとい

う視点が大切。 

・ 歴史としての創生が必要。 

 

 (5)規制 

・ 京都市では、産業が疲弊する可能性もあるほどの強力な景観を対象とした規制を導入
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した。是非成功させてほしい。一方大阪市では文化的な要素のある地域は規制を強化

しているが、御堂筋など規制を緩くしているところもある。 

 

 (6)地方の文化 

・ 山間部や地方の文化を保存していく必要がある。 

・ 地域には住んでいる人には気がつかない価値ある文化がある。滋賀で言えば黒壁や近

江八幡の水郷などであるが、こういった１つ１つの文化をつなぎ、地域の活性化を図

っていくことが求められる。 

・ 京都の圧倒的な知名度を活用し、地域の文化を観光ルートに組みこんでいくことも大

切である。 

 

 (7)情報発信 

・ ネットワークＰＲが大切。 

・ 近畿には京都・奈良を始め、文化財だけではなくお祭りや吉野のような観光拠点もあ

る。これら文化資源のネットワーク化し、セット化し、情報を発信していくことが今

後のテーマである。 

・ 人を誘致するためのＰＲの仕方が大切である。 

 

８.世界・アジアからの呼び込み 

 (1)企業・人の呼び込み 

・ 「アジアの首都 近畿」という位置づけで、アジアの企業を近畿に呼び込む施策の方

が現実的だと思う。 

・ 海外企業が東京に進出すると社員は阻害感を感じているようだ。東京は大きすぎて埋

もれてしまう。 

・ 近畿は、歴史的な経緯もあり中国人が働きやすく、中国のゲートウエイとしてのメリ

ットもある。 

・ 外国人にとって、日本は住みにくいという印象があるので、近畿で住みやすい

 環境を作れば、外国人の人材育成拠点になるのではないか。 

・ 外国人の定住者について、利用を断る大家さんがいる。治安が良いというイメージの

醸成を図ることは外国人向けにも重要。 

 

 (2)多様な観光メニュー 

・ 多様な観光メニューがある方が望ましい（森林に入って自然体験するような観光メニ

ューも人気がある）。近畿には、多くの資源があるので様々な観光メニュー、コース
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を展開できる。 

 

 (3)外国人からみた観光地としての近畿 

・ 京都に観光したい外国人のニーズは高い。観光と産業をセットにできないか 

・ 京都に比べ、奈良にブランド力がないのは、奈良があぐらをかいていたこともあるが、

新幹線が通っていないこともある。京都に行って、奈良には行かないという外国人観

光客も多くいる。奈良は国土軸から少しずれている 

・ 外国人にとって、大阪の魅力は、USJ や日本製品の買い物（電気製品や化粧品などが

人気）がある。そういった観点では、東京と比べた大阪のメリットは小さいが、京都・

奈良などの観光とセットにできるのはメリットである。 

・ 最も人気のあるコースは、成田で入国し、富士山や京都を観光し、関空から出国する

コースである。近畿のことを考えれば、関空で入出国してもらう方が良い。四国も含

めたの近畿の観光コースも考えられる。 

・ 中国人などのお金持ちは、近畿の食を楽しむ観光客も多い。近畿の総合力を発信して、

中国人などに都市・文化・自然の良さをアピールしたらいいと思う。 

 

 (4)ホスピタリティ 

・ アジアの人が日本に来た時のホスピタリティが大切である。またアジアの活力を取り

込むためにも、アジアの人にとって住みやすい関西にしていかなければならない。 

 

 (5)北米航空路線の不足 

・ アジア向けは充実しているが北米向航空路線は不十分である。 

・ アジア路線での関空の圧倒的な優位を作るのも手である。 

・ 関西国際空港の国際便が使われないのは、本社機能の東京シフトが大きな原因となっ

ている。海外に出張する人は東京の本社に立ち寄ってから海外に行くことから、ほと

んどが成田から出航となる。 

・ そのため、関空からの便はエコノミーが多い。 

 

 (6)３空港の役割分担 

・ ３空港を役割分担し、一元管理していく必要がある。 

・ 関空の着陸料が高いのが問題である。 
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９.近畿の情報発信 

 (1)共同プロモーション 

・ 近畿は先端産業を多く持っているが、海外からみると日本は東京中心である。近畿は

海外に情報発信しきれていない。文化で発信すれば近畿のオンリーワン企業はもっと

発信力を持つのではないか。 

・ 近畿のマスメディアの情報発信力強化は難しいと思う。今のテレビ局はほとんど東京

で作っている。 

・ 近畿圏共同プロモーションをどのように進めていくかが課題。 

・ 関西元気宣言等で新聞に一面広告をする場合があり、首都圏向けに広告を出すのが有

望だが広告料が高い。大阪のホテルの全室に、近畿の広告ペーパーを入れるのも方法。 

・ 広域計画を発信する情報メディアは KC にはある。 

・ 海外向けには近畿の情報発信はしやすいが、国内向けには近畿内の地域がライバル関

係になり発信しにくい。ただそれではだめで、近畿は１つとなる必要がある。 

 

 (2)放送の全国ネットワークの活用  

・ 全国放送の枠を関西の放送局が持つためにはどのようにすればよいのか？  

・ 番組枠は広告代理店が決めている話である。 

・ 地域の多様性といいながらＴＶの世界ではそのようになっていないのが現実。 

・ 関西企業がスポンサーとなった番組を関西で製作し、全国ネットワークで放映する。 

・ 朝の連続ドラマの例では関西で製作している番組の方が、明朗で楽しい。 

 

１０.首都圏のバックアップ機能 

 (1)バックアップ機能の位置 

・ 近畿から、日本のことを考え、バックアップ機能が必要という考えを提示する必要が

ある。 

・ 「活力」とバックアップはどのようにつながるのか？そのシナリオを示す必要がある

と思う。  

・ 「バックアップ」は大阪だけの議論なのではないのか？仮に九州が分担してもよいの

ではないか？  

・ 外国領事館、民間を含むと大阪だけの議論にはならないだろう（関西で考えるべき）。 

・ 日本のなかでは既存の集積が厚く、関西はバックアップ機能を配置するのに有望であ

る。企業のニーズも高い 

・ 関西には代替拠点を置くことが可能な建物が少ないという声を聞く（マンションが多

い） 

・ 分散型よりも、首都機能に係る様々な機能を集中させることのメリットが大きい。 
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・ 企業がＢＣＰを造るとき、「関西」となるのか、ならないのか？その理由は何か？ど

のような施策が必要か？ 

 

 (2)必要なバックアップ機能 

・ 首都機能のバックアップに必要な機能は何か、すべての機能を集中させるのか、首都

機能を分散させることはできないのか？ 

・ 首都をバックアップする地域は、近畿以外にないというのは強み。証券、国税局、気

象など、近畿でしかできないことは多い。 

・ たとえば「官邸」が必要だとすれば、どのような根拠があるのか？  

・ 外国人安否に関する確認、救援物資の確認などを日本の複数箇所でバラバラに行うと

混乱する。 

・ 企業のバックアップの受け皿をもうける必要がある。 

・ 通信機能、放送の多重化を図ると有効かと思う。 

・ 首都圏が崩壊してしまうような場合、臨時政府を関西のどこかに立てる（大臣、天皇

にもおこしいただき指示体制を整える）。 

・ 首都直下地震を想定した場合の、ビジネス機能の代替拠点の設置。 

・ 緊急時に備えた日常の訓練とシステムが必要である。 

・ 役員による意志決定、指示を発信する機能が必要。 

・ 首都圏の国際物流拠点がダウンした場合、通関等を代替する機能。 

・ 行政機関間のつながり、調整をとる機能のサブ機能を関西に用意しておく必要がある。 

 

１１.都市づくり 

 (1)郊外型のまちづくり 

・ 郊外型のまちづくりを見直していく必要がある。 

・ コンパクトシティを都市計画として打ち出せればいいが、マネジメントとしてはかな

り決断が必要である。 

・ 豊かな自然空間の中で生活したいと考える人は多い。古民家の再生などが考えられる。 

 

 (2)大阪の再生 

・ 都心回帰が進み、都心部で超高層マンションの建設が進んでいる。超高層に住まわれ

ている方はどこから来ているのか調べてみたい。 

・ しかし、そのためのいろいろなまちづくりの対応が必要。小学校、歩きやすい道など

の整備が求められる。 

・ 人口が増えていると言っても、真ん中の４区５区に集中しており、その周辺の区では

人口は減少しており、都市計画上の対応が必要となっている。 
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１２.地方の活性化 

 (1)地方の資源 

・ 都市だけでなく、地方の活性化、産業振興も必要。地方の産業として、農業や観光、

食品産業などがある。 

・ 日本原風景の再生など日本らしさ、地域の文化、自然環境を生かしたグリーンツーリ

ズムなども考えられる。 

・ バイオマス利用については、地産地消的に実施する必要がある。 

 

 (2)地方の農業振興 

・ 近畿で自給率を 100％にするのは無理だが、高める必要はある。農政局は、農業の生

産性効率にも取り組んでいる。 

・ 例えば、北海道で農業を中心に取り組み、近畿ではあまり取り組まず、日本全体で自

給率を高めるという方法もある。ただ、地域それぞれが活力を高めるということが重

要である。 

・ 農水省も輸出振興をするようになってきた。近畿は、食の産業も強い。京野菜、若狭

の食材など、いいものを多く輸出することで競争力を高めることはできないか。

 大都市圏だけでなく、世界・アジアに向けた農産品づくりがいい。和歌山はみかんを

輸出しようとしている（紀州ブランド）。 

・ 農政は農業振興以外に国土保全、地域活性化の役割を持つ。 

  

１３.治安の改善 

・ 近畿のイメージで治安が悪いということがある。治安が悪いというイメージを払拭し

ないといけない。犯罪の認知件数事体は減ってきているが、インパクトのある事件が

ポツポツ発生している。 

・ 本計画の中で、画期的な治安改善があれば受けると思う。安心・安全に位置づけると

良いと思う。 

・ 安全・安心に対する不安は、国際化が原因か？外国人が来ると治安が悪くなるので

は？ 

・ 関西は「治安が悪い」に対する抵抗力（免疫力）があるのではないか？  

・ 治安悪化に抵抗力があることは、関西では強みと認識していないのではないか。 

・ 治安が悪いことに対する抵抗力があることを、近畿の特色として計画に反映すること

は難しいと思われる。 

 


